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フン時代の考古学 (上 ):

赤色石象嵌製品の考察

林 俊雄

Ⅰ .はじめに

　ユーラシア草原地帯の考古学・古代史の分野では、

一般的に、前 8/7 ～前 4 世紀をスキタイ時代、前

3 ～後 3 世紀をサルマタイ時代 ( あるいは東の匈奴

も含めて、匈奴・サルマタイ時代 ) と区分する。少

し間を置いて、6 世紀後半以降はテュルク時代と呼

ばれることが多い。それでは、その間は何と呼んだ

らいいだろうか。

　この間の時期を「フン時代」と呼ぶこともあ

る。しかしフンの活動期間は 4 世紀後半から約 1

世紀と短く、また明らかに彼らが残したと断定で

きる遺跡や遺物はほとんどない。そこで「フン」

とは特定せずに、「民族大移動時代」と呼ぶこと

もある。この用語はドイツ語圏で使われ始めたが

(Völkerwanderungszeit)、もともと「ゲルマン」系諸

族の移動を念頭において作られたものなので、ヨー

ロッパ以外の地域は影が薄くなる。

　私自身は、フンがこの時期の代表であることは間

違いないので、「フン時代」でもいいと思うが、正

確さを期したければ「先テュルク時代」という言い

方が妥当かと思う。

　名称はともかく、この時代の草原地帯に特徴的な

遺物としては、①貴金属工芸品、②木製鞍と金銀製

鞍飾り、③青銅製の鍑
ふく

が挙げられる。この 3 点を

取り上げて有機的に結び付け、匈奴＝フン同族説を

論じたのが、ヨアヒム・ヴェルナーである [Werner 

1956]。彼に続いて編年論を加え、より強固な説に

したのが、イリーナ・ザセツカヤ [Zasetskaya 1968; 

1975; 1993; 1994; 1999 ] である。本稿では両者の説

を中心に①と②を取り上げ、③については次号にま

わしたい。

Ⅱ .貴金属工芸品 (とくにディアデム型冠 )

　①の特徴は、金の飾り板にやや大きめの赤い貴石

( 赤メノウやザクロ石、紅玉髄など ) を象嵌し、象

嵌座の周りや飾り板の縁を金粒細工で縁取りし、象

嵌の間を三角形にまとめた金粒細工で埋めてゆく装

飾法である ( 図 1)。サルマタイ時代にも象嵌は基本

的な装飾法ではあったが、1 つ 1 つの象嵌が小さく、

色は青が多くてそれに赤が混じる ( 図 2)。そこで

「polychrome style 多色装飾様式」と呼ばれる。それ

と比べると、大きな変化と言わなければならない。

フン時代の赤い石を象嵌する装飾も一般に「多色装

飾様式」と呼ばれるが［Zasetskaya 1968］、赤色以

外の石が使われることはきわめて少ないため、「赤

一色装飾様式 red monochrome style」と言った方が

ふさわしい。

　また、ディアデム型の冠をキノコ形や象徴化され

た猛禽形の突起で装飾する様式 ( 図 4) や、剣の鞘

や冠帽、鞍の居木先などの金や銀の薄板を魚鱗紋様

で覆うことも特徴である [Werner 1956]( 図 5)。

　ディアデム型冠は、今のところヴォルガ川下流域・

アゼルバイジャンより西方でしか発見されていない

が、それ以外の赤色象嵌、金粒細工、魚鱗紋様は、

モンゴルからヨーロッパに至るまで広く見られ、さ

らに遠く三国時代の新羅にも見られる ( 図 3)。

図 2　サルマタイ時代の貴石象嵌製品の例

ロシア連邦アゾフ市、「ダーチ」1 号墳より出土し

た紅玉髄とトルコ石を象嵌した金製短剣の柄と鞘飾

り。鞘長 27.1cm。1 世紀後半。アゾフ博物館蔵

( 著者撮影 )。

図 1　フン時代の貴石象嵌製品の例

ザクロ石ガラス象嵌金粒細工金製こめかみ飾り。お

そらくヴァルナ出土。4 世紀末～ 5 世紀中葉。ベル

リンのノイエス博物館蔵 ( 著者撮影 )。
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　フン時代の考古学を専門とするロシアの考古学者

ザセツカヤは、20 数点発見されている冠を以下の

4 グループに分類している [Zasetskaya 1968]。

(1 キノコのような造形が付いた長方形の帯状の

冠。

(2 両端が狭くなったリボン状の冠。

(3 3 つの部分からなっているかのように見える疑

似三分割冠。

(4 完全に 3 つの部分からなる冠。

　 第 1 グ ル ー プ に 入 る の は 4 点 あ る ―― ロ シ

ア・ロストフ州のヴェルフネ・ヤブロチノエ村

(Verkhne-Yablochnoe)[Werner 1956: taf.30-4]( 図 4-1)、

メリトポリ市近くのキズィヤルスカヤ・バルカ

(Kiziyarskaya balka)(1( 図 4-2)、ドニプロペトロフシ

カ州のスタラヤ・イグレン (Staraya Igren’)( 図 4-3)、

タウリカ県ベルヂャンスク郡 (Tavrika, Berdyansk) コ

ルシン川 (Korushin) のほとりのいずれも破壊された

埋葬で発見されたもの。このグループは青銅製の台

座に金の薄板を貼りつけてそれにザクロ石や紅玉髄

を象嵌してある。象嵌の間の空間は金粒細工の三角

形で装飾されている。

　第 2 グループは 5 点ある――ケルチ市近郊マル

フォフカ (Marfovka)( 図 6-1)、オデーサ近くのティ

リグル ( ティリグルⅠ )(Tiligul)( 図 6-2)、オデーサ

州ベリョゾフカ地区アントノフカ村ティリグル川ほ

とり ( ティリグルⅡ )( 図 6-3)、ルーマニア出土の 2

点 ( 図 6-4, 5)。このグループは青銅製の台座に金か

エレクトラムを貼りつけ、象嵌は 3 列か 4 列で、「網

紐」か「縄紐」状の押し型紋様で縁取りされている。

　第 3 グループに属するのは 2 点のみである――

サラトフ州のベリョゾフカ (Beryozovka)( 図 7-1)、

ハンガリーのチョルナ (Csorna)[Bóna 1991]( 図 7-2)。

図 5

鞍の薄板装飾金具

1. 鞍の魚鱗文様金製居木先飾り

スロヴァキア、レヴィツェ出土。5 世紀後半。

ハンガリー国立博物館蔵。

2. 魚鱗文様金製居木先飾り

南ウラル、ソロンチャンカⅠ -1 号墳

(Solonchanka) 出土。5 ～ 6 世紀初。

4. 銀製鞍飾りで装飾さ

れた鞍の推定復元図

西カザフスタン、カスピ

海東北岸、アルトゥンカ

ズガン (Altynkazgan)

出土。

3. 鞍の推定復元

フランス東部、アルザ

ス地方、ムンドルスハ

イム出土。5 世紀。アー

チ形の装飾は前輪では

なく、居木の後方の装

飾 ( 図 8-4 参照 )。スト

ラスブール考古学博物

館蔵 ( 著者撮影 )。図 4　グループ 1( キノコ形装飾のディアデム型冠 )

2. 琥珀 ･ ザクロ石 ･ 紅玉髄を象嵌した

金製ディアデム型冠

ウクライナ南部、アゾフ海北岸、メリトポリ市、キ

ズィヤルスカヤ・バルカ出土。5 世紀前半。メリト

ポリ市博物館蔵。長さ 23.7cm、幅 1.5cm、2.7cm、

中央で 3.5cm。

3. 金製琥珀象嵌キノコ形装飾冠

ウクライナ、ドニプロ川下流左岸、スタラヤ・イグ

レン出土。長さ 20cm、幅 2cm。

1. ザクロ石象嵌キノコ形装飾のディアデム型冠

ヴォルガ川下流、ヴェルフネ - ヤブロチノエ出土。

5 世紀前半。長 23.5cm、幅 3.6cm。
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やはり青銅製の台座の上に金の薄板をかぶせて作ら

れている。

　第 4 グループは点数が最も多く、9 点がこれに属

する―ヴォルゴグラード州のヴェルフネ・ポグロム

ノエ (Verkhne-Pogromnoe)( 図 8-1)、オラル市西方シ

ポヴォ (Shipovo)( 図 8-2)、カラガンダ州のカナトタ

ス (Kanattas)(2( 図 8-3)、クリミアのケルチ ( 図 8-4)、

また出土地不明の「南ロシア」の収集品 ( 図 8-5)

もこれに属するであろう。3 分割の中央部は長方形

で、両側面の部分は両端がやや狭くなる。青銅製の

台座の上に金の薄板をかぶせて作られている。そ

のうちのいくつかの中央部には突起が付く ( 図 8-2, 

4)。1967 年に考古学者のハリロフ (J. Khalilov) が

発見し、近年公表されたアゼルバイジャン東部の

シャマヒ (Shamakhi) で発見されたディアデムも、3

分割から構成されており、中央部には鳥の頭を 2

つ出したような突起が付いている ( 図 8-6)。象嵌

されている石はほとんどがザクロ石であるが、2 点

緑色の石 ( エメラルド？ ) が入っている [National 

Museum of History of Azerbaijan 2013: 6, 12, 17]

　ザセツカヤは、貴石を象嵌した豪華な王冠が黒海

1. 紅玉髄象嵌金製冠

クリミア、ケルチ市近くマルフォフカ出土。

2. ディアデム型冠

ウクライナ西南部、オデッサ付近、ティリグル ( ティ

リグルⅠ ) 出土。5 世紀第 2 四半期、紅玉髄 (2 点 )

とザクロ石象嵌。長さ約 46cm、最大幅 3.2cm。

ローマ・ゲルマン博物館 ( 著者撮影 )。

3. ザクロ石象嵌エレクトラム製冠

ウクライナ西南部、オデッサ州ベリョゾフカ地区ア

ントノフカ、ティリグル川ほとり ( ティグリルⅡ )

出土。長さ 26cm、幅 4~4.2cm。

4. ディアデム型冠

ル ー マ ニ ア 東 北 部、 ヤ シ 郡、 ブ ハ エ ニ (Iaşi, 

Buhăeni) 出土。5 世紀。残存部長さ 27.7cm( 推定

29.3cm)、幅 4.2cm。ルーマニア国立博物館 ( 著者

撮影 )。

5. 琥珀・ザクロ石象嵌エレクトラム製冠

ルーマニア東南部、ブザウ郡ゲラセニ出土 (Buzău, 

Gherăseni)。頭蓋変形の女性が身に着けていた。

図 6　グループ 2( 両端が狭くなったリボン状の冠 )

1. ザクロ石象嵌金 ( エレクトラム ?) 製冠

ヴォルガ下流域、ロシア連邦サラトフ州エンゲルス

市近く、ベリョゾフカ出土。

2. ザクロ石・緑色ガラス・紅玉髄・琥珀を象嵌し

た金製ディアデム型冠

ハ ン ガ リ ー 西 北 部、 チ ョ ル ナ 出 土。5 世 紀。 貴

石のうち、紅玉髄は 1 点、琥珀も 1 点。残存長

25cm( 推定 29cm)、幅 4cm。ハンガリー国立博物

館蔵 ( 著者撮影 )。

図 7　グループ 3( 疑似三分割冠 )
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図 8　グループ 4 ( 完全に 3つの部分からなる冠 )

1. エレクトラム ( 一部青銅 ) 製ザクロ石象嵌冠

ヴォルガ下流域、ロシア連邦ヴォルゴグラード州、

ヴェルフネ・ポグロムノエ村 4 号墳 3 号墓出土。

長さ 21.5cm、幅 3.0~2.4cm。

4. ザクロ石・緑色ガラスを象嵌した

鳥形装飾ディアデム型王冠

クリミア、ケルチ出土。400 年頃。長さ約 25cm、

幅約 4cm。ローマ・ゲルマン博物館蔵。

5. ガラス象嵌金製冠

南ロシア、ガンス (Gans) 収集品。写真は 3 分割の

中央部のみ。また、ガンスは地名か ?

図 9　ホフラチ・クルガン出土 (Khokhlach)

黒海北岸、ロシア連邦ロストフ州、ノヴォチェルカッ

スク市。後 1 世紀。エルミタージュ蔵。

3. ザクロ石・琥珀象嵌金製冠

中央カザフスタン、カラガンダ州、カナトタス出土。

2. 青銅製ガラス象嵌冠

西北カザフスタン、ウラリスク市西方、デルクル川

(Derkul)、シポヴォ村 2 号墳出土 ( 現オラル市タス

カラ Taskala)。長さ約 26cm、幅 3.6~3.8cm、高さ

6.6cm( 突起部 )。上：スケッチ、下：推定復元図

6. ザクロ石・エメラルドを象嵌した

鳥形装飾ディアデム型王冠

アゼルバイジャン東部、シャマヒ出土。長さ 12、6.5、

12cm。中央部高さ 6.6cm、両端部 3.3cm。

北岸のギリシア人職人によって初期ヘレニズム時代

にも作られていたことを指摘し、サルマタイ時代に

は 3 分割の冠 ( 図 9) があったことも考慮に入れる

と、フン時代の冠はそれらの伝統を発展させたもの

と考えている [Zasetskaya 1968: 43]。

　しかし蝶番で後方を開く 2 分割のリング ( 首輪 )

は、ギリシアの影響の見られない北コーカサスのマ

イオタイ・サルマタイ美術にも早くから現れており

( 図 11)[ 林 2014: 158]、さらに蝶番でなく差し込
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み式の 2 分割首輪はカザフスタン南部や新疆でも

知られている ( 図 11, 12)。したがって、分割式リ

ングの由来は、黒海北岸のギリシア文化ではなく、

東方のサルマタイ文化の中に求めるべきであろう。

　ザセツカヤは分類の基準として 3 分割と金粒細

工の三角形紋様があるかどうかを挙げているが、上

にキノコ形か鳥形が付くかどうかも区別の特徴とな

るであろう。キノコ形突起は、サカやサルマタイの

生命の木 ( 宇宙樹 ) と関連付けられるであろう [ 林 

2018]。そして生命の木にはしばしば鳥が伴ってい

る ( 図 13)。生命の木はしばしば王権のシンボルと

して表現されるので、キノコ形と鳥形の付いた冠 (6

点 ) こそまさしく「王冠」ではないかと想像される

( 図 4、図 9-2,4,6)。

　注目すべきは、それらの出土地点である ( 図 3)。

それはヴォルガ川下流域からコーカサス ( アゼルバ

イジャン )、ドニプロ川下流左岸、クリミア半島ま

でである。そこから西、たとえばフンの政治的中心

と一般に思われているドナウ川流域からは 1 点も

出土していないのである。私はかつてフンの根拠地

がドナウ方面だけでなく、北コーカサスにもあった

と推定したが [ 林 2007; 2017]、そのことは「王冠」

の出土分布からも裏付けられる。

Ⅲ .赤色象嵌様式の分布

　次に、赤色象嵌様式の装飾品の分布に関して検討

しよう。そのためにはまず私が参加したアルタイで

の発掘について触れなければならない。

1. アルジャン -ブグズン遺跡の調査

　2009 年 7 月、私はロシア領アルタイ共和国で行

われた発掘に参加した。調査団を率いたのは、故ウ

ラヂミール・クーバリョフ (В. И. Кубарёв)(2011 年

図 13　イッシク古
クルガン

墳「黄金人間」のとんがり帽子

に付けられていた金製装飾

カザフスタン東南部。前 3 世紀。

図 10　獣頭付き金製多重首輪

西北コーカサス、クバン川下流、エリートヌィ村古

墳出土 (Elitnyi)。前 3 世紀～前 1 世紀前半。

直径 14cm。クラスノダル博物館蔵。

図 11　獣頭付き多重首輪

南カザフスタン東南部、イッシク古
クルガン

墳出土。前 3

世紀。直径 13 cm 。

図 12　動物闘争紋様金製多重首輪

新疆ウイグル自治区吐
ト ル フ ァ ン

魯番郊外、交河溝西墓地

(J-VI-12)1 号墓出土。前 1~ 後 1 世紀。

直径約 14 cm。
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5 月 8 日逝去 ) 、その息子のグレブ・クーバリョフ

(Г. В. Кубарёв)、そして I. Yu. スリュサレンコ (И. Ю. 

Слюсаренко) の 3 人で、いずれもノヴォシビルスク

にあるロシア科学アカデミーシベリア支部の考古

学・民族学研究所の研究員である。私は以前からクー

バリョフ父子と学問的交流があったが、たまたま

2009 年 5 月より 7 月までウラヂミール・クーバリョ

フの招待によりロシアに滞在することが決まってい

たため、発掘への参加を申し込んでいた。発掘地点

が国境地帯にあったために外国人を参加させること

には困難があったようだが、クーバリョフの努力の

おかげで許可が出て、7 月 6 日、発掘場所に到達す

ることができた。

　発掘地点はアルタイ共和国の東南端を流れるブグ

ズン川の上流にあり、トゥバ共和国・モンゴル国

との国境に近い ( 北緯 50°07’04.7”､ 東経 89°22’

01”)。遺跡の少し上流にはこの川の水源の 1 つであ

るアルジャン ( モンゴル語ではアルシャーン ( 阿拉

善 )) はアルジャン - ブグズン (Arjan-Buguzun) と名

付けられた。遺跡は標高 2230m の高地にあり、7

月でも明け方は気温がマイナスになる。河原には雪

も残っている。自然は豊かで、野生の鳥や獣が多く、

また遊牧民の夏営地ともなっている。

　遺跡は、ほぼ正方形の浅い溝 ( 内側 ) と低い土手

( 外側 ) で囲まれている (32 × 36m)( 図 14)。北の

土手には 3 か所に切れ目があり、入口のようになっ

ている。表土を剥ぎ終ったところ、土手の中には、

東西方向に沿って大小さまざまな石堆 ( 石の堆積 )

があることがわかった ( 図 15)。

　このような方形の土手と溝で囲まれた遺跡は、突

厥時代によく見られる。しかし突厥の遺跡であれば

内部に石人、外側にバルバル (balbal、殺人石 ) の

列があるのが普通だが、この遺跡にはそれらがな

い。そのためウラヂミール・クーバリョフはこの遺

跡を突厥の追悼遺跡のユニークな変種とみなした

[Kubarev V. 1984: 53]。しかし発掘後、我々はその考

えを変更しなければならなくなった。

　我々はまず一番東の石堆から発掘を開始した。そ

の表面は 1 層あるいは 2 層の石で覆われていた。

石堆の中央の下からは、厚い黒土の層が現れ ( 図

17)、その層には多くの木炭、灰、ばらばらの焼

けた動物 ( あるいは人間 ) の骨が混じっていた [G. 

Kubarev et al. 2009: 313-314]。黒土層からは、鉄製

の馬銜と鑣
ひょう

、鉄製と青銅製のバックル ( 帯
たいこう

扣 )、そ

図 15　アルジャン -ブグズン遺跡 表土剥ぎ後

中央の大きな石堆には盗掘の痕がある。

図 16　アルジャン -ブグズン遺跡 

東の石堆の下からは木炭を大量に含む黒土層が現れ

た。ベルト付近の盛り上がりが黒土層。

( 東西ベルト南から撮影 )

図 14　アルジャン -ブグズン遺跡 発掘前

凧写真。( 写真上が北 )
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して多数の青銅製と金製の馬具装飾品が出土した

( 図 17, 18)。

　馬銜は双枝式で、手
た づ な

綱をつなぐための二孔 ( 円孔

と方孔 ) 式付属品が付いている。鑣は S 字形で捻ら

れたような紋様が施されている。鑣の両端は茸形に

膨らんでいる。鉄製品としては、ほかに方形のバッ

クル ( 帯
たいこう

扣 ) が出土した。これと類似した方形の鉄

製バックルは、5 ～ 6 世紀にユーラシア各地に広

まっていた。

　注目されるのは、26 点の石が象嵌された馬具装

飾品である。台座は、金製の 1 点 ( 図 19-1) を除き、

他はすべて青銅製である。長方形のもの ( 図 19-2)

が 6 点で、他はすべて円形あるいは楕円形である。

円形のもののうち 2 点はバックルが付いている ( 図

19-3)。すべて、縁は一重あるいは二重の細粒細工

で装飾されている。象嵌された石のうち、橙色のも

のは瑪瑙 ( 図 19-2,3)、深紅の 1 点 ( 図 19-1) はザ

クロ石と思われる。乳白色の石 ( 図 19-4) は、南ウ

ラルのソロンチャンカ I 遺跡 (Solonchanka) 出土品

( 図 25) を参考にすると、オパールかもしれない。

2. 赤色象嵌様式が出土したその他遺跡

　アルジャン - ブグズン遺跡の出土品と同じような

ものは、4 世紀末から 6 世紀初にかけての、いわゆ

る民族大移動期に、広くユーラシア各地、とりわけ

草原地帯に普及していた。

　一端だけがキノコ形となり、もう一端が薄く平ら

になったものが、遠く西方のオーストリアで出土し

ている ( 図 20)。これには円孔方孔式付属品とバッ

クル ( 帯扣 ) が伴っている点も興味深い。これを展

示しているウィーンの美術史博物館のキャプション

には、5 世紀初と記されている。

　クルグズのチュー河谷にあるシャムシ古墓群

図 19　アルジャン -ブグズン遺跡の貴石象嵌製品

1. 赤メノウが象嵌され、細粒細工で縁取りされた

青銅製装飾品

2. ザクロ石が象嵌され、金粒細工で縁取りされた

金製装飾品

3. 赤メノウが象嵌され、細粒細工で縁取りされた

青銅製装飾品

4. 火を受けて白く変色したオパールが象嵌された

青銅製装飾品

1 2

3 4

図 20　一端がキノコ形の鑣

下 オ ー ス ト リ ア、 ウ ン タ ー ズ ィ ー ベ ン ブ ル ン

(Untersiebenbrunn) で発見。鑣の一端がキノコ形に

膨らみ、円形バックルと二孔 ( 円孔と方孔 ) 式付属

品が付いている。5 世紀初。ウィーン美術史博物館

蔵 ( 著者撮影 )

図 18　轡とその付近で出土した貴石象嵌製品

青銅製の台座に赤瑪瑙とオパール ( 白く変色 ) が象

嵌された馬具装飾、金製の台座にザクロ石が象嵌

された馬具装飾、鉄製の方形バックル、鉄製の轡。

図 17　黒土層の中から出土した鉄製品と青銅製品
















